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中山間地域再生の切り札、採算性・環境性・防災を
高い次元で両立する『自伐型林業』
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NPO法人持続可能な環境共生林業を実現する自伐型林業推進協
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略歴

著書・論文等

○

取組の内容

・「自伐林業への旅」森林文化協会、月刊「グリーンパワー」2020年1月～12月連載
・「真の林業再生・中山間地域再生のための自伐型林業論」藤原書店「別冊『環』㉑ウッドファースト！」2016年
・「本当の林業再生と中山間地域再生のカギ自伐型林業」森林文化協会「森林環境2014」
・「自伐型林業者を組織化することの意義」大日本山林会「山林」2014年10月
・「New自伐型林業のすすめ」全国林業改良普及協会（2014年）
・「バイオマス収入から始める副業的自伐林業」全国林業改良普及協会（2012年）

中山間地域再生の切り札、採算性・環境性・防災を高い次元で両立する『自
伐型林業』

自伐型林業が採算性や環境性、防災性に優れ、持続的に森林経営可能であることを、地元住民や移住希望者
に発信し、学習や継続した研修等を通じて、多数の新規就業者を創出させる。自伐型林業による施業は、頻発
する豪雨に耐える森林を創出させ、土砂災害防止に大きく貢献する。
１． 自伐型林業による地域林業担い手創出
　① フォーラム等の開催(普及啓発）、施業手法である長期視点の多間伐施業の学習
　② 担い手育成のための継続した自伐型林業研修の実施
　③ 森林経営に必要な山林確保支援
　④自立に向けた準備や参入後の伴走支援
２． 自伐型林業推進する自治体の支援
　① 展開の可能性調査（山林調査や現状の林業状況等）
　② 担い手育成支援（地元掘り起しと研修支援）
　③ 地域おこし協力隊の導入とその育成（ 移住推進含む）
　④ 林業支援システムづくり（補助システムや研修支援、山林確保支援等）のコンサルティング
　⑤ 半林半Xの生業構築支援（小規模農業や観光の維持）

1962年生まれ。高知県いの町在住。愛媛大学大学院農学研究科修了
現在、日本の主流となっている、標準伐期50年という若齢林で皆伐する大量生産型の林業は、補助金漬け（赤
字補填）で、経済的に破綻状態で、就業者も激減している。この状態では、中山間地域の大面積を占める森林
での就業者増や、日本の森林資源の有効活用と森林環境保全は不可能であることから、その根本問題を解決す
る手法として「自伐型林業」を提案し、全国で普及活動を展開中。その過程で、2003年NPO法人土佐の森・救
援隊設立に参画し、現在理事長。また2014年、NPO法人持続可能な環境共生林業を実現する自伐型林業推
進協会（通称：自伐型林業推進協会）を立ち上げ、現在代表理事。自伐型林業の実践者や地域推進団体や
自治体は、北海道から九州まで全国に広がりを見せている。
・第４回オーライ！ニッポン大賞 ライフスタイル賞受賞（2006年）
・総務省・地域の元気創造本部有識者会議委員（2012年）
・総務省　地域資源・事業化アドバイザー（2013年～）、・総務省・地域力創造アドバイザー（2014年～）
・高知県小規模林業推進協議会（高知県事務局）会長（2016～）
・日本財団・ソーシャルイノベーター2016ファイナリストに選定
・総務省ふるさとづくり大賞（個人表彰）受賞（2017年）

佐川町地域おこし協力隊卒業生の施業林の視察会 土砂災害の原因と防災力強化の現地学習会



実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

①新規就業者：2014年推進協会立上げ後、全国で2300人以上創出。年収400万以上達成者、移
住者多数。
　　・高知県佐川町新規就業者50人以上達成（内移住者30人）、鳥取県智頭町や島根県津和野町
30人以上
②自伐型林業推進を政策実装(予算化して展開）する自治体数：全国58市町村＋2県
③研修体制：全国に40以上の地域推進団体立上げ、レベルの高い指導者20人以上に
④西日本豪雨等受けても森林の被害なし。予防砂防効果を発揮させ、防災力を証明
⑤企業連携数：40社以上
⑥半林半Xで生業確立させ、農業や観光の維持の展開拡大中

　現在一般化している林業と手法が違うため、その見せ方に苦労した。現状の凝り固まった林業の問題
点（補助金依存や災害を誘発等）を明らかにし、自伐型林業が根本解決策となることの説明や展開手
段等、今も苦労しながら開発中。
　そのために成功事例を一つ一つ積み上げ、経済的自立可能であること、良好な環境と経営を維持可
能であること、災害を防ぐことを、現場で証明することに時間を要した。また、妥協せず方向性の本質を曲
げなかった。

中山間地域の大資源は森林である。その広大な森林で就業を多数創出できない市町村は長期的に
成り立っていくことは難しいだろう。土砂災害が頻発する地域は疲弊をさらに加速させる。それを解決する
切り札が「自伐型林業」である。経済性と環境性・防災性を高い次元で実現するため「ローカルSDGs」
の切り札にもなる。



○ 参考

取組分野の分類

関連ホームページ

連絡先

※メールを送る際には〔アットマーク〕を『@』に変えてください。

○ 6次産業化 空地・空家・空きビル・空き店舗等対策

○ 経営資源の引継（事業承継等）・起業支援 商店街活性化

登録者の取組を12の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。

1.地域資源を活用した地域経済循環 2.まちなか再生

地場産品発掘・販路開拓 中心市街地活性化

3.生活機能の維持 4.環境保全・SDGs

地域医療・福祉 ○ 分散型エネルギーシステム

地域中核企業等の支援 ○ その他

その他

その他 ○ その他 良好な森林環境の永続的持続

地域交通 ○ 地球温暖化対策

○ 集落機能の確保 廃棄物・リサイクル対策

○ 地区防災計画 インバウンド対応

BCP 民泊・農泊

5.防災減災・危機管理 6.観光振興・交流

建築物耐震化・長寿命化 DMOとの連携

避難所運営 地域おこし協力隊の推進

感染症対策 その他

滞在・活動の場づくり ○ 起業・事業承継等支援

地域おこし協力隊の推進 空地・空家対策

○ その他 土砂災害の予防と危機管理力向上

7.関係人口の創出・拡大 8.移住・定住促進

9.少子化対策、子ども・子育て支援 10.地域づくり人材の育成・教育

結婚・出産・子育て支援 ○ 人材研修

地域と関係人口の協働 ○ 地域おこし協力隊の推進

その他 ○ その他

その他 その他

○ 働き方改革 ふるさと教育

子どもの貧困対策 ○ 地域と教育機関の連携（高校魅力化・域学連携等）

官民連携（PPP・PFI） メディア活用策

自治体間連携 効果の把握・評価

1１．自治体経営イノベーション 12.シティプロモーション・地域PR

財政マネジメント（公共施設管理・公会計整備） 地域ブランディング

住民参加 その他

その他

○ EBPMに基づく政策立案

メールアドレス ken_naka〔アットマーク〕kcb-net.ne.jp

自伐型林業推進協会 https://zibatsu.jp/


